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紀
の
川
市
、
海
南
市
、
紀
美
野

町
の
２
市
１
町
で
構
成
す
る「
紀

の
海
広
域
施
設
組
合
」（
管
理
者
・

中
村
愼
司…

紀
の
川
市
長
）は
、
８

月
８
日
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
建

設
予
定
地
の
紀
の
川
市
桃
山
町
最

上
地
区
の
代
表
者
と
広
域
ご
み
処

理
施
設
整
備
に
関
す
る
基
本
協
定

を
結
び
ま
し
た
。

紀
の
川
市
役
所
で
行
わ
れ
た
調

印
式
に
は
、
２
市
１
町
の
首
長
と

同
組
合
議
会
議
長
、
建
設
予
定
地

の
紀
の
川
市
桃
山
町
最
上
地
区
の

地
元
３
自
治
区（
三
和
・
小
林
・

最
上
自
治
区
）の
区
長
ら
が
出
席
。

各
首
長
と
３
区
長
が「
生
活
環
境

の
保
全
と
増
進
に
配
慮
し
、
循
環

型
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
整
備

に
努
め
る
」な
ど
６
項
目
か
ら
な

る
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

ご
み
処
理
施
設
は
、
紀
の
川
市

桃
山
町
最
上
地
内
の
敷
地
約
３
万

平
方
メ
ー
ト
ル
に
、
１
日
当
た
り

67
・
５
ト
ン
の
処
理
能
力
が
あ
る

焼
却
炉
２
基
を
備
え
る
ご
み
焼
却

施
設
と
粗
大
ご
み
と
資
源
ご
み
を

同
17
ト
ン
処
理
で
き
る
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
を
建
設
す
る
も
の
で
、
平

成
25
年
度
に
工
事
着
工
し
、
平
成

27
年
度
か
ら
の
供
用
開
始
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

紀
の
海
広
域
施
設
組
合
は
、
ご

み
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
運

営
に
関
す
る
事
務
を
共
同
処
理
す

る
た
め
、
平
成
22
年
４
月
に
設
立

さ
れ
た
一
部
事
務
組
合
で
、
紀
の

川
市
、
海
南
市
、
紀
美
野
町
の
２

市
１
町
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
間
９
月
21
日（
水
）～
30
日（
金
）

平
成
23
年
度
交
通
安
全
年
間
ス

ロ
ー
ガ
ン　

シ
ニ
ア
の
部　

最
優

秀
作

～
車
間
距
離　

年
齢
分
だ
け

　
　
　
　
　

大
き
め
に
!
～

運
動
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
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広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
へ

　
地
元
地
区
と
基
本
協
定
を
締
結

紀
の
海
広
域
施
設
組
合

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

長谷毛原中の弓庭淳史さんが銅賞、
野上中の岩橋唯さんが特別賞に輝く

　去る７月30日（土）橋本市教育文化会館で開催された、「少年メッセージ
２０１１」和歌山県大会において、県下８地方から選出された代表18人が

自らの体験や東日本大震災な
どさまざまなことを発表しま
した。
　海草地区から選出された長
谷毛原中学校３年弓庭淳史さ
んが「七・一八水害と東日本大
震災」、野上中学校３年岩橋唯
さんが「かけがえのない時

と き

間の
なかで」と題して、自分の考え
を主張、熱弁しました。
　審査の結果、弓庭淳史さん
が銅賞、岩橋 唯さんが特別賞
を受賞しました。

少年メッセージ県大会

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

協定書にサインする３地区の区長さんと関係首長

◀左：岩橋 唯さん　右：弓庭淳史さん



2011.999

大
正
12
年
９
月
１
日
に
発
生
し

た
関
東
大
震
災
の
教
訓
を
忘
れ
な

い
と
い
う
主
旨
と
、
こ
の
時
期
に

多
い
台
風
・
集
中
豪
雨
等
へ
の
心

構
え
を
含
め
て
、９
月
１
日
は「
防

災
の
日
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
月
11
日
に
は
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
和
歌
山
県

で
は
今
後
30
年
以
内
に
東
南
海
・

南
海
地
震
の
発
生
確
率
が
50
～

70
％
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
災
害
時
に
適
切
な

行
動
を
と
れ
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か

ら
の
準
備
が
大
切
で
す
。「
防
災

の
日
」を
機
会
に
、
万
が
一
に
備

え
て
私
た
ち
に
で
き
る
事
を
、
家

族
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

各
自
主
防
災
組
織
で
訓
練
を
開
催

し
て
、
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
!!

災
害
発
生
時
に
お
け
る
被
害
の

軽
減
等
町
民
一
人
ひ
と
り
が
災
害

に
立
ち
向
か
い
、「
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い

う
心
構
え
を
持
ち
、
自
主
防
災
組

織
が
各
地
区
・
地
域
で
結
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

3

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

日
ご
ろ
か
ら
備
え
を
万
全
に
！

ALT（外国語指導助手）の紹介

　このたび、紀美野町へ外国語指導助手とし
て来られたジョセフ・ロペズさんです。
　アメリカのニューメキシコ州出身の26歳
です。大学時代は、舞台芸術と演劇を専攻し
ていて、俳優の仕事もしていました。ジョセ
フさんは、おもに美里中学校と長谷毛原中学
校で英語指導をしていただきます。
　日本に来られたのは今回が初めてです。日
本の文化にも
大変興味を持
たれており、
日本語の勉強
も熱心にされ
ています。み
なさんどうぞ
よろしくお願
いします。

全国一斉
「高齢者・障害者の人権あんしん相談」

強化週間を実施します！

日　時　平成23年9月5日（月）〜 9日（金）午前8時30分〜午後7時
　　　　平成23年9月10日（土）・11日（日）午後10時〜午後5時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜろぜろみんなのひゃくとおばん

全国共通人権相談ダイヤル　０５７０（００３）１１０

◎高齢者や障害者をめぐる様々な人権に関する問題（虐待・いやが
らせ・差別など）でお困りの方や、あなたの周りでそういったこ
とを見聞きしたという方は、どのようなことでもお気軽にご相談
ください。

◎相談は無料、秘密は厳守されます。また、難しい手続きも不要です。
◎法務局の職員又は人権擁護委員が相談に応じます。

【 お問い合わせ 】
和歌山県人権擁護委員連合会（和歌山地方法務局人権擁護課内）
☎　０７３－４２２－５１３１

台風に備えよう
　　　―台風シーズン到来―

台風が来る前に
☆台風情報を注意深く聴きましょう。
☆窓や雨戸はしっかりとカギを掛けて、必要なら

ば外から板を打ち付けて補強しましょう。
☆懐中電灯、携帯ラジオ、衣類、非常食などをま

とめてリュックサックに入れて、すぐに持ち出
せるようにしておきましょう。

☆避難場所として指定されている所を確認しま
しょう。【今月の広報と同時に配布の「指定避難
所の見直しについて」を参照ください。】

　なお、町ホームページの防災情報で、町内にお
ける気象情報や最新防災情報、防災マニュアルが
ご覧いただけます。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

地　震　安全対策10ヶ条

 １ まずは身の安全を！
 ２ すばやく火の始末
 ３ 戸を開けて出口の確保
 ４ 火が出たらすぐ消火
 ５ あわてて外に飛び出さない
 ６ 狭い路地・ブロック塀には近づかない
 ７ 協力し合って応急救護
 ８ 山崩れ、がけ崩れに注意
 ９ 避難は徒歩で
10 正しい情報を聞く

自
主
防
災
組
織
の
訓
練
申
込

は
、
役
場
総
務
課（
℡
４
８
９
―

５
９
１
２
）ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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第6回 きみの夏祭り
盛大に開催される!!

　第６回きみの夏祭りが８月15日、木の温も
り広場（紀美野町文化センタ－）で開かれ、約
１万６千人の人出でにぎわいました。
　夏祭りは午後４時にスタートし、ステージで
は、オープニングを飾った海南高等学校美里分校
和太鼓部による演奏をはじめ、子どもたちに人気
のキャラクターショー、ライブなどが催され、祭
りを盛り上げてくれました。盆踊りでは会場中央
に設けられたやぐらの回りを紀美野音頭や炭坑節
などに合わせて、大人から子どもたちまで元気に
踊っていました。
　また、会場内には実行委員会で企画されたコ－
ナ－や夜店が並び、大変にぎわっていました。
　そして、夏まつりの最後を飾ったのが恒例の花
火大会。約1,500発の華麗な花火が真夏の夜空
に打ち上げられ、観客を魅了しました。
＝夏祭りにご協力ありがとうございました＝
　関係各団体、海南警察署、紀美野町消防団第
11、13、15、16分団、交通指導員の方々に
は特別のご協力をいただき、ありがとうございま
した。

【きみの夏祭り実行委員会】
紀美野ハワイアン -フラ

野上中学校吹奏楽部

まとい講（伝統文化の披露）

小椋誠也（アコースティックライブ）河村一樹（演歌） 開会セレモニー

海南高等学校美里分校和太鼓部

紀美野町吹奏楽団

りら創造芸術高等専修学校

海南高等学校大成校舎軽音楽部
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全
員
で
戦
い
、
４
回
に
は
一
挙
６

得
点
の
ビ
ッ
ク
イ
ニ
ン
グ
を
作
り
、

見
事
逆
転
で
勝
利
し
ま
し
た
。
続

く
２
回
戦
で
は
、
昨
年
度
の
覇
者
、

福
島
の
常
磐
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
と
対
戦
し
、
守
っ
て
は

フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
の
連
続
で
ピ
ッ

チ
ャ
ー
を
助
け
、
打
っ
て
は
数
少

な
い
チ
ャ
ン
ス
を
確
実
に
も
の
に

し
、
勝
利
を
掴
み
ま
し
た
。
３
回

戦
は
愛
知
代
表
の
守
山
ボ
ー
イ
ズ

と
対
戦
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達

の
頑
張
り
と
保
護
者
の
一
生
懸
命

の
応
援
も
届
か
ず
、
残
念
な
が
ら

敗
戦
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
野
上
少
年
野
球
ク
ラ

ブ
は
全
国
大
会
初
出
場
を
果
た
し
、

加
え
て
ベ
ス
ト
16
と
い
う
快
挙
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で

子
ど
も
た
ち
が
得
た
も
の
は
多
く
、

こ
れ
か
ら
先
の
彼
ら
の
人
生
に
必

ず
良
い
影
響
を
与
え
て
く
れ
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

７
月
26
日
、
午
後
７
時
30
分
か

ら
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
、
今

年
度
の
第
３
回
シ
ル
バ
ー
交
通
安

全
大
学
が
開
か
れ
ま
し
た
。

受
講
者
７
名
は
、
海
南
警
察
署

交
通
課
の
指
導
の
も
と
、
カ
ラ
ー

コ
ー
ン
を
使
っ
て
の
色
別
視
認
性

や
歩
行
者
や
自
転
車
に
つ
け
た
反

射
材
の
効
果
の
実
験
、
ま
た
、
ラ

イ
ト
を
点
灯
し
た
対
向
車
の
前
を

野
上
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
が

全
国
大
会
ベ
ス
ト
16

ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
を
体
験
!!

町
内
の
園
児
の
皆
さ
ん

夜
間
に
見
え
や
す
い
服
の
色
は
？

見
え
に
く
い
の
は
ど
の
色
？

第
３
回
シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
大
学

夏
の
風
物
詩
「
大
流
し
そ
う

め
ん
大
会
」
開
か
れ
る
!!

か
じ
か
荘

き
み
の
定
住
を

　
支
援
す
る
会
だ
よ
り

８
月
９
日
に
明
治
神
宮
球
場
で

の
開
会
式
で
幕
を
開
け
た
高
円
宮

賜
杯
第
31
回
全
日
本
学
童
軟
式
野

球
大
会
に
野
上
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

が
出
場
し
ま
し
た
。

初
戦
を
開
催
地
代
表
の
木
根
川

レ
ッ
ズ
と
対
戦
し
、
初
回
に
４
点

を
先
制
さ
れ
る
苦
し
い
展
開
で
し

た
が
、
試
合
を
諦
め
る
こ
と
な
く

夏
の
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

８
月
７
日（
日
）、
か
じ
か
荘
で

「
第
２
回
大
流
し
そ
う
め
ん
大
会

＆
鮎
の
ひ
っ
か
け
釣
り
」が
開
か

れ
、
８
０
０
人
を
超
え
る
多
く
の

観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
貴
志
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を

聞
き
な
が
ら
次
々
と
流
れ
て
く
る

そ
う
め
ん
を
す
く
い
と
り
、「
冷

た
く
て
お
い
し
い
」と
歓
声
を
あ

げ
な
が
ら
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ら
が
竹
製
の
流
し
台
2
本（
約
90

ｍ
と
20
ｍ
）の
製
作
と
設
置
や
竹

の
器
作
り
な
ど
を
は
じ
め
運
営
に

横
切
る
時
、
歩
行
者
が
見
え
な
く

な
る
現
象（
蒸
発
現
象
）を
体
験
し

て
、
夜
間
運
転
及
び
歩
行
時
の
注

意
点
を
学
ば
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

明
る
い
服
装
と
反
射
材
の
必
要
性

を
痛
感
し
て
い
ま
し
た
。

８
月
８
日
、
ア
ユ
の
つ
か
み

取
り
大
会（
貴
志
川
漁
業
協
同
組

合〔
竹
内　

隆
組
合
長
〕主
催
）が
、

か
じ
か
荘
下
の
貴
志
川
で
あ
り
、

町
内
４
保
育
所
の
年
長
児（
42
人
）

が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し

は
、
同
組
合
が
子
ど
も
た
ち
に
鮎

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
開

い
て
い
る
も
の
で
す
。

川
に
張
ら
れ
た
網
の
中
に
は
約

７
０
０
匹
の
鮎
が
放
さ
れ
、
園
児

た
ち
は
、
元
気
に
泳
ぐ
鮎
を
追
い

か
け
、
網
で
す
く
っ
た
り
、
素
手

で
つ
か
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

つ
か
み
取
り
の
後
は
、
用
意
さ
れ

た
鮎
の
塩
焼
き
を
み
ん
な
お
い
し

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

園
児
た
ち
に
と
っ
て
、
楽
し
い

参
加
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
竹
細
工
な
ど
の
自
然

の
恵
み
を
題
材
と
し
た
ク
ラ
フ
ト

制
作
を
さ
れ
て
い
る
倉
島
さ
ん
を

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

倉
島
さ
ん
は
昨
年
末
に
紀
美
野

町
に
移
り
住
ん
だ
ば
か
り
。
あ
ら

ゆ
る
地
域
を
見
て
回
り
、
自
然
が

豊
か
で
住
み
よ
い
環
境
の
こ
の
地

で
暮
ら
す
こ
と
に
決
め
た
そ
う
で

す
。
紀
美
野
町
に
は
古
く
か
ら
受

け
継
が
れ
て
き
た
神
社
や
寺
が
あ

る
の
で
、
歴
史
フ
ァ
ン
の
倉
島
さ

ん
も
す
っ
か
り
お
気
に
入
り
。

今
後
は
ご
自
身
の
ク
ラ
フ
ト
制

作
は
も
ち
ろ
ん
、
竹
細
工
教
室
、

ま
た
自
宅
で
毎
月
13
日
に
行
っ

て
い
る「
十
三
・
軒
下
の
市
」（
個

展
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
）の
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
お
し
ゃ
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

反射材の効果実験

鮎をつかまえて大はしゃぎの園児たち

子どもたちに竹細工を教える倉島さん
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平成23年度衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ
■保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
　○野上第１保育所：９月１２日（月）・２６日（月）　℡４８９－２１４４
　○野上第２保育所：９月　６日（火）・２０日（火）　℡４８９－４９５３
　○神 野 保 育 所：９月　７日（水）・２１日（水）　℡４９５－２０４９
　○毛 原 保 育 所：９月１４日（水）・２８日（水）　℡４９９－０１３１
■遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター ℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第 1 保育所
　○コアラ　　　９月　９日（金）９：３０〜１１：３０　総合福祉センター（ボール遊び）
　○カンガルー　９月２７日（火）９：３０〜１１：００　総合福祉センター（プレイルーム）
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。
■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ

親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
【子育て支援センター】動木 156（℡ 489 － 2144）
 毎週月曜日（9:00 〜 11:30・14:00 〜 16:30）第 1,3,5 週の木曜日（9:00 〜 11:30）

【自然体験世代交流センター】鎌滝 636（℡ 495 － 3127）毎月第 2,4 週の木曜日（9:30 〜 11:30）
【育児相談】センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

　【栄養相談】　・９月　８日（木）　９：３０〜１１：３０　自然体験世代交流センター  
　　　　　　　・９月２６日（月）　９：００〜１１：３０　子育て支援センター（野上第１保育所）

献血のお知らせ　９月１８日（日）　１０：００〜１２：００　１３：００〜１６：００　紀美野町のかみふれあい公園
　　　　　　　　※その日の健康状態や服薬等により、献血できない場合があります。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成
一般健康相談

9 月 12 日（月）　14:00 〜 16:00
9 月 26 日（月）　14:00 〜 16:00

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談 9 月 12 日（月）　14:00 〜 16:00
9 月 26 日（月）　14:00 〜 16:00

検 便 9 月 12 日（月）　14:00 〜 16:00
9 月 26 日（月）　14:00 〜 16:00

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康に、不安をもつ方やその家族
※精神科専門医師が相談に応じます。
※他の日は、精神保健福祉相談員が相談に応じます。

9 月　1 日（木）　14:00 〜
9 月 14 日（水）　　9:00 〜
9 月 28 日（水）　13:30 〜
※　予約制です。

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

9 月 12 日（月）　15:00 〜 16:00
9 月 26 日（月）　15:00 〜 16:00
※　予約制です。

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日〜金曜日　　 9:00 〜 17:00
問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

健　康　相　談　の　お　知　ら　せ
【場　所】 総合福祉センター
【と　き】 毎週水曜日　7 日、14 日、21 日，28 日
【時　間】 午前９時～ 11 時
【対象者】 住民すべての方
【内　容】 健康に関することすべて
　　　　・乳幼児の相談　・離乳食の相談
　　　　・健診結果の相談　等

各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、
今後のよりよい生活につなげましょう。生活改善に関心
のある方は、保健師、栄養士が相談に応じますので、お
気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方
は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定も
おこないます。

問い合わせ：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
　〔連絡先〕　平日（8：30 ～ 17：15）℡４８９－９９６０（直通）　　休日・夜間（17：15 以降）℡４８９－２４３０
　〔場　所〕　紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内　〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

日本脳炎予防接種の
1期・2期を接種できていない方について

　下記に該当する方で接種を希望する方は保健福祉課まで
お問い合わせください。（1期は3回、2期は1回接種です。）

◆平成7年6月1日〜平成19年4月1日生まれの方について
　定期接種として20歳未満までの間、不足分の接種を受け
ることができます。

◆平成7年4月2日〜 5月31日生まれの方について
　予防接種法で定める日本脳炎予防接種の対象者には入っ
ていません。紀美野町では、任意接種として不足分を受け
ていただき、接種費用を助成させていただきます。

【問い合わせ】保健福祉課　℡489-9960
詳細は、紀美野町ホームページでもご案内しています。

保健センターだより
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障がい者巡回相談のお知らせ
海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。

「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者などか
らのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。

巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
なお、巡回相談日以外でも相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

対象者 月日・場所・時間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方

9月6日（火）
美　里　支　所 　9時30分〜正午
総合福祉センター　13時30分〜16時

●野上厚生病院内相談支援事業所　 ℡ 489-2908
●和歌山県福祉事業団海草圏域
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡ 494-3539

身体障がいや
知的障がいの方・

家族の方

9月21日（水）
美　里　支　所 　9時30分〜正午
総合福祉センター　13時30分〜16時

●療育センターＡ
あ お い

ＯＩ  ℡ 483-0454
●和歌山県福祉事業団海草圏域
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡ 494-3539

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内
〜年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう !! 〜

【集団健診日程】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お申し込みは保健福祉課（℡489-9960) まで！

日　　程 場　　所 申込締切 国保特定
健診

胃がん 
検診

大腸がん
検診

肺がん 
検診

乳がん 
検診

子宮がん
検診 歯科検診

10月30日（日）
8時〜受付 総合福祉センター 10月19日（水） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

医療機関健診については、４月に各戸配布している『衛生カレンダー』をご覧下さい。

■国保特定健診対象者：40-74 歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
■各がん検診対象者：20 歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに 500 円（40 歳以上は無料）。

　今回は、足を骨折されても一生懸命のリハビリで、畑
仕事に復活された葛葉順吉さんと奥さんの美代さんを紹
介します。
　葛葉さんは、下佐々にお住いの94歳と91歳のご夫婦
です。
　順吉さんは、1年半ほど前92歳の時、畑へ行く途中自
転車で転倒して、左足首等を骨折し、手術とリハビリな
どのため入院されました。入院は4か月ほどに長引いたも
のの、畑のことを息子さんに指図しながら、リハビリを
一生懸命していたそうです。家のトイレや浴槽に手すり
をつけたりして、退院したらすぐに自分でお風呂に入り、
通院もバスに乗って行けるなど、自分のことは自分でで
きるようになっていたそうです。
　順吉さんに健康の秘訣を伺うと、「よく動くこと。」と言
われました。「今まで、大きな病気にかかったことはあり
ません。戦争から帰ってすぐマラリアで高熱が40日くら
い続いたことがあるくらいですよ。」「お米が好きで、昔は
日に4合くらい、今でも2合ご飯を食べています。豆は好
きでよく食べますが、おかいさんが嫌いで、魚は骨を取
るのが面倒なのであまり好きではないですね。」「今でこそ
歯医者に通ってますが、歯は昔から良くて、町長から表
彰もいただきました。」「酒は若いころから飲みません。煙
草は長男が生まれた頃にやめましたね。」
　畑仕事については、「58歳で銀行勤めを辞めまして、そ
れから近所の工場などで85歳まで仕事をしてましたが、

畑を始めたのは銀行を辞めた頃からです。楽しいですよ。
今年も黒豆を植え、ゴボウも植えてみました。」「夜9時に
は寝間に入り、朝5時には起きます。朝ごはんを食べて
から畑に行きます。行かないときは、又横になりますよ。
昼寝はしませんね。」
　美代さんも家事をしながら長らく内職などを続け、今
でもご夫婦の炊事をし、畑の草引きも一緒にされている
そうです。「炊事といっても簡単なもので、子どもや孫か
らの差し入れが
多いですよ。」と
言われるように、
ご夫婦やご家族
仲良く過ごされ
ています。
　これからも体
に気をつけて、
お元気で畑仕事
に精を出してく
ださい。

健康実践インタビュー （第16回  葛葉順吉さん・美代さん）      平成23年8月5日
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。

　

平
成
18
年
３
月
26
日
ま
で
に
石

綿
に
よ
る
疾
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で
亡
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な
っ
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労
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◆
労
災
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険
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い
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（
時
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あ

り
ま
す
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療
養
補
償
給
付
・
休
業
補
償
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の
時
効
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２
年
、
遺
族
補
償
給

付
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時
効
は
５
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で
す
。

お
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い
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わ
せ
先
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山

労
働
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監
督
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１
２
０
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す
べ
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の
方
が
、
生
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を
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じ
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催
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健
康
づ
く
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介
護
予
防
、
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祉
に
つ
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て
の
ご
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が
あ
り
ま

し
た
ら
、
保
健
福
祉
課
に
９
月
末

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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９
９
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「
き
み
の
い
き
い
き
行
動
計
画
」

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す

消
費
者
問
題
の

　
　
　
相
談
に
つ
い
て

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
和
歌
山
中
部
か

ら
の
お
知
ら
せ

被
害
者
支
援
無
料
相
談

石
綿
関
連
疾
患
の
ご
遺
族
の
方
へ
の
お
願
い

～「
特
別
遺
族
給
付
金
」
に
関
す
る
お
知
ら
せ
～

【老齢基礎年金】
　老齢基礎年金は、保険料を納めた期間や保険料免除期
間などが、原則として25年以上あると65歳から受給で
きます。
　年金額は、20歳から60歳までの40年間（480月）す
べて保険料を納めている場合に、満額の788,900円（平
成23年度）となります。
　なお、保険料を納めていない期間や保険料免除期間が
ある場合は、その期間に応じて減額された年金額となり
ます。

＊繰り上げ・繰り下げ支給について
　老齢基礎年金は、原則として65歳から受けられます
が、希望すれば60歳以後からでも受けられます。ただ
し、繰り上げる（早く受け取る）と減額され、繰り下げる

（遅く受け取る）と増額されます。繰り上げの場合は障害
基礎年金を請求できなくなることなど注意が必要です。
　また一度、減額・増額された支給率は生涯変わりませ
ん。

【障害基礎年金】
　国民年金の加入中等に初診日がある病気やケガなどで
障害の状態になったとき、障害認定日（初診日から1年
6 ヶ月を経過した日、またはその期間内に症状が固定し
た日）において、障害等級表の1級または2級に該当した
場合は、障害基礎年金を受けることができます。
　ただし、保険料納付状況や保険料納付済期間と免除期
間等も調査したうえでの請求となり、診断書等の添付書
類も必要となります。
　なお、20歳前に初診日のある病気やケガによって障
害の状態になった方は、障害等級表の1級または2級に
該当すれば20歳から受給できます。
　ただし、この場合本人に一定額以上の所得や他年金の
受給がある場合、支給が制限されます。

【問い合わせ】　紀美野町役場・住民課　℡ 489-5903
　　　　　　　美里支所・住民室　　　℡ 495-3464

～ 基礎年金の給付について NO.1 ～
今月と来月の2回に分けて、『基礎年金の給付について』お知らせします!
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講演会の開催及び法務局「あんしん」
相談所の開設について
　和歌山地方法務局では、県民の皆様方に法務局の業務内
容を知っていただくとともに、多くの方々に親しみを持っ
て利用していただくために、下記のとおり講演会及び相談
所を開設することといたしました。どうぞ、お気軽にお越
しください。

●講演会
　と　き　平成23年9月18日(日)　
　ところ　ホテルグランヴィア６階　メゾングラン　
　演　題
　①「相続登記について」　午前10時〜同10時50分

②「安心して老後を過ごすために－尊厳死・任意後見・
遺言についてー」

　　午前11時〜同11時50分
　③「筆界特定制度について」　午後1時〜同1時50分
●「あんしん」相談所　
　と　き　平成23年9月18日(日)　
　　　　　午前10時〜午後4時(受付は午後3時30分まで)
　ところ　ホテルグランヴィア６階　アクアグランA
　相談内容　登記、戸籍・国籍、供託、人権、公証に関す
　　　　　　ること

【問い合わせ】
和歌山地方法務局総務課　℡073-422-5131

平成23年度和歌山県下水道排水設
備工事責任技術者資格認定試験
1　主　　催　和歌山県下水道協会
2　試　験　日　平成23年11月20日（日）
3　試験会場　和歌山地域地場産業振興センター
　　　　　　　（和歌山市紀三井寺856）
　　　　　　　※11月6日（日）同会場にて希望者に受験
　　　　　　　　講習を実施
4　申込書配布期間　9月5日（月）〜 9月16日（金）まで
5　申込書受付期間　9月12日（月）〜 9月16日（金）まで
6　申込書配布・受付・問い合わせ先:紀美野町役場　建設課
　　TEL（073）489-5904（直通）
　　又は和歌山県下水道協会
　　TEL（073）435-1093
※申込書配布は県庁下水道課、県下水道公社及び各振興局

でも実施しています。

 

オータムジャンボ宝くじ
１等・前後賞合わせて２億5,000万円

１等 １億５, ０００万円×        １３本
前後賞各 　　５, ０００万円
２等 　　１, ０００万円×     １３０本
３等 １００万円×１, ３００本

　発売期間　  ９月２６日（月）〜１０月１４日（金）
　抽せん日  １０月２１日（金）

この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境対
策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われま
す。

 （財）和歌山県市町村振興協会

やすらぎ園臨時職員募集
職　　　　種 募集人数 募集条件
臨時調理職員 若干名 不　問

給　　与 日額6,500円
 ☆別途、通勤手当、超過勤務手当、宿日直手当、

休日勤務手当有
 ※6 ヶ月経過後、月額職員に登用の途有り/月

給150,000円
 ※手当は、上記及び賞与有
勤務時間 早出・日勤・土日・祝祭日勤務が可能な人
待　　遇 各種社会保険完備、退職金制度有、昇給制度有
応　　募 電話連絡の上、履歴書（写真貼付）持参下さい

申し込み・問い合わせ
〒640-1121  海草郡紀美野町下佐々 1408番地７
海南海草老人福祉施設事務組合
特別養護老人ホームやすらぎ園　事務局　℡489-3631

平成24年度和歌山県農業大学校
【専修学校】学生募集

■募集人員 40名
■受験資格 推薦入試　原則として県内に住所を有し、平

成24年3月に高等学校等を卒業見込みの者
 一般入試　原則として県内に住所を有し、高

等学校等卒業または平成24年3月に卒業見
込みの者

■願書受付 推薦入学　平成23年10月19日（水）〜
　　　　　　　　　　　平成23年11月2日（水）
　　　　　　一般入学(一次)　平成23年12月1日（木）〜
　　　　　　　　　　　　　  平成23年12月15日（木）
 一般入学(二次)　平成24年2月27日（月）〜
　　　　　　　　　　　　　  平成24年3月12日（月）
 （一次募集で定員を満たした場合は実施しない）
■試験日 推薦入学　平成23年11月9日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　午前10時から
 一般入学(一次)　平成23年12月20日（火）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  午前10時から
 一般入学(二次)　平成24年3月15日（木）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  午前10時から
 （一次募集で定員を満たした場合は実施しない）

　応募についての詳しいことは、県農業大学校総務学生課
までお問い合わせください。

和歌山県農業大学校
〒649-7112　 伊都郡かつらぎ町中飯降422
TEL 0736-22-2203   FAX　0736-22-7402　

職業訓練生の募集
就職に有利な専門的知識や技能を習得します。
募集訓練科・訓練期間
テクニカルオペレーション科（企業実習付橋渡し訓練）40歳未満
　平成23年11月2日(水)〜24年5月31日(木)
電気設備科
　平成23年11月2日（水）〜24年4月25日(水)
募集期間　平成23年9月9日（金）〜10月7日(金)
受　講　料　無料（但し、テキスト代等は自己負担）
問い合わせ   独立行政法人雇用・能力開発機構和歌山セン
　　　　　　ター訓練課　℡ 073（461）1532
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教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

■
日
時　

９
月
10
日
（
土
）
開
演

　

午
後
６
時
30
分（
30
分
前
開
場
）

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
出
演　

神
野
美
伽　

鏡
五
郎　

　

河
村
一
樹
（
紀
美
野
町
在
住
）

■
入
場
料
（
全
自
由
席
）

２
，
０
０
０
円
（
当
日
２
，
５

　

０
０
円
）

＊
前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
、
当

日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
チ
ケ
ッ
ト
好
評
販
売
中

■
販
売
場
所　

中
央
公
民
館　

文

化
セ
ン
タ
ー　

役
場
美
里
支
所

小
川
・
志
賀
野
地
区
公
民
館　

長
谷
毛
原
・
真
国
・
国
吉
出
張

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

＊
販
売
時
間
は
各
施
設
の
開
館
、

就
業
時
間
内
で
す
。

＊
予
約
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

＊
未
就
学
児
同
伴
の
ご
入
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

紀
美
野
町　

紀
美
野
町

教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

■
日
時　

９
月
11
日
（
日
）

　

午
後
７
時
～
９
時

　
　
　
　
（
受
付
は
６
時
30
分
～
）

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
参
加
費　

３
０
０
円（
お
抹
茶
・

お
団
子
代
込
）

■
主
催　

み
さ
と
天
文
台
友
の
会 

■
共
催　

み
さ
と
天
文
台

■
ゲ
ス
ト　

小
椋
誠
也

■
協
力　

き
み
の
茶
道
ク
ラ
ブ

＊
今
年
の
中
秋
の
名
月
は
９
月
12

日
で
す
が
、
今
回
は
前
日
（
イ

ブ
）に
お
月
見
会
を
行
い
ま
す
。

天
文
台
で
の
小
椋
誠
也
ラ
イ
ブ

も
初
。
お
抹
茶
と
お
団
子
を
用

意
し
て
、
名
月
を
迎
え
ま
す
。

今
年
も
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と
農

村
総
合
セ
ン
タ
ー
の
２
つ
の
会
場

で
、
第
６
回
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を
開
催
し
ま

す
。子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

気
軽
に
参
加
で
き
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
10
日
（
月
・
祝
）

午
前
９
時
開
会
式（
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
）

■
種
目　

（
ス
ポ
ー
ツ
公
園
）カ
ロ
ー
リ
ン
グ

・
陸
上
イ
ベ
ン
ト
・
ホ
ッ
ケ
ー

（
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
）
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ペ
タ
ン
ク
・

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

■
参
加
資
格　

町
内
在
住
ま
た
は

在
学
、
在
勤
の
小
学
生
以
上
の

方
及
び
、
町
社
会
体
育
登
録
団

体
に
加
盟
し
て
い
る
団
体
の
構

成
員

■
参
加
申
込　

９
月
22
日
（
木
）

ま
で
に
申
込
書
に
記
入
の
上
、

中
央
公
民
館
又
は
文
化
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
要
項
及
び
申
込
書
は
、
中

央
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、

農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー

ツ
公
園
に
置
い
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他　

詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
開
催
要
項
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
中
央
公
民
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

紀
美
野
町
文
化
祭
出
品
・
出
演
募
集

町
民
癒
し
の

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

第
６
回
紀
美
野
町

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
参
加
者
募
集
！

天
文
教
室
お
月

見
（
ラ
）
イ
ブ

第
６
回
紀
美
野
町
文
化
祭
を
11

月
３
日
～
５
日
ま
で
中
央
公
民
館

・
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

■
展
示
会

【
一
般
】　

中
央
公
民
館

【
児
童･

生
徒
】　

文
化
セ
ン
タ
ー

○
11
月
３
日（
木
・
祝
）・
４
日（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
11
月
５
日(

土)

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

＊
児
童･

生
徒
作
品
は
６
日
ま
で
展
示

（
出
品
内
容
）
一
人
２
点
ま
で

・
洋　

画　

15
号
ま
で

・
日
本
画　

10
号
前
後

・
写　

真　

半
切
、
全
紙

・
書　

道　

条
幅（
床
掛
軸
以
内
、

屏
風
つ
い
た
て
不
可
）
10
号
ま

で
は
ガ
ラ
ス
額
縁
可
。

・
そ
の
他　

工
作
、手
芸
類（
大
き

い
作
品
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

○
申
込
締
切
り　

９
月
30
日（
金
）

■
芸
能
大
会
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○
11
月
３
日
（
木
・
祝
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
申
込
締
切
り　

９
月
30
日（
金
）

■
児
童
・
生
徒
発
表
会（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○
11
月
５
日
（
土
）

午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

■
茶
席

《
中
央
公
民
館
》

○
11
月
３
日（
木
・
祝
）・
５
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

《
文
化
セ
ン
タ
ー
》

○
11
月
３
日
（
木
・
祝
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

（
お
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

＊
皆
様
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館
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【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

７
日　

絵
て
が
み
作
り

14
日　

地
域
サ
ロ
ン
と
交
流

　
　
　
「
折
り
紙
教
室
」

　
　
（
下
佐
　々

た
ん
ぽ
ぽ
会
）

21
日　

お
は
な
し
会

28
日　

運
動
遊
び　

■
文
化
セ
ン
タ
ー

７
日　

お
は
な
し
会

14
日　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
元
気
で

ね
」
カ
ー
ド
作
り

21
日　

シ
ャ
ボ
ン
玉
で
遊
ぼ
う

28
日　

ト
ン
ボ
作
り

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
コ
ー
ナ
ー

（
中
央
公
民
館
２
階
）

た
だ
い
ま
、
洋
画
サ
ー
ク
ル
さ

ん
の
迫
力
あ
る
作
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
見
に
き
て
く
だ
さ

い
。

野
上
中
学
校
吹
奏
楽
部

第
７
回
定
期
演
奏
会
の

ご
案
内

お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
、
ま
た
感
動
し
て
い
た
だ
け
る

ス
テ
ー
ジ
を
目
指
し
て
、
部
員
一

同
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

９
月
25
日
（
日
）

　

午
後
３
時
30
分
開
演

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

入
選
お
め
で
と
う
！

夏
休
み
！
親
子
で
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

テ
ー
マ
『
夏
野
菜
を
た
っ
ぷ
り

使
っ
た
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
』

夏
休
み
を
利
用
し
、
夏
野
菜
を

た
っ
ぷ
り
使
っ
た
料
理
の
レ
シ
ピ

を
募
集
し
ま
し
た
。
応
募
レ
シ
ピ

の
厳
正
な
審
査
を
行
い
、
左
記
の

皆
さ
ま
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

尚
、
９
月
の
じ
ど
う
か
ん
料
理

教
室
（
下
記
）
で
表
彰
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
表
彰
式
後
に
、
入
選

レ
シ
ピ
を
使
用
し
た
料
理
教
室
を

行
い
ま
す
。
一
般
の
皆
さ
ま
も
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
入
選
者

◎『
夏
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
で
賞
』・・・

野
小
３
年　
森
谷
友
紀
さ
ん
親
子

◎『
と
っ
て
も
お
い
し
そ
う
で
賞
』・・・

野
小
４
年　
南　

暢
規
さ
ん
親
子

◎『
栄
養
満
点
も
り
も
り
賞
』・・・

野
小
４
年　
黒
﨑
剛
士
さ
ん
親
子

◎『
み
ご
と
な
盛
り
付
け
で
賞
』・・・

野
小
６
年　
田
伏
菜
央
さ
ん
親
子

◎『
簡
単
Ｅ
Ｃ
Ｏ
で
賞
』
・
・
・

野
小
３
年　
田
渕
美
沙
紀
さ
ん
親
子

◎『
簡
単
パ
ワ
フ
ル
賞
』
・
・
・

野
小
３
年　
中
村
拡
矢
さ
ん
親
子

◎『
ス
ピ
ー
ド
ま
ん
ぷ
く
で
賞
』・・・

野
小
１
年　
坂
本　

優
さ
ん
親
子

◎『
ア
イ
デ
ア
賞
』・
・
・

　

下
小
３
年　
松
本
紗
也
加
さ
ん
親
子

た
ん
ぽ
ぽ
ふ
れ
あ
い
学
級

　

か
わ
い
い
本
作
り

■
日
時　

10
月
８
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

■
講
師　

秋
里
信
子
さ
ん（
奥
佐
々
）

絵
本
・
児
童
書
な
ど
の
挿
絵
作

家
■
場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
参
加
資
格　

町
内
在
住
の
妊
婦

さ
ん
～
保
育
園
児
の
保
護
者
の

皆
さ
ん

■
託
児
所
完
備（
第
一
保
育
所
解
放
）

■
持
ち
物　

筆
記
用
具
・
色
鉛
筆
・

は
さ
み
・
思
い
出
写
真
等　

各

自
イ
メ
ー
ジ
す
る
材
料

■
申
し
込
み　

町
内
保
育
所　

中

央
公
民
館　

小
川
・
志
賀
野
地

区
公
民
館　

役
場
美
里
支
所　

各
出
張
所
に
申
込
書
を
置
い
て

い
ま
す
。
９
月
28
日
（
水
）
ま

で
に
中
央
公
民
館
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
主
催　

家
庭
教
育
学
級
事
業

「
は
ぐ
く
み
会
」

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

じ
ど
う
か
ん
料
理
教
室

料
理
す
る
力
を
身
に
つ
け
よ

う
！
自
分
で
食
べ
る
も
の
を
、
自

分
で
作
ろ
う
！
自
分
で
作
れ
ば
、

き
ら
い
な
も
の
も
お
い
し
い
よ
。

　
『
入
選
レ
シ
ピ
を
使
っ
て
、
夏

野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
料
理
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
』

■
日
時　

９
月
17
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階
調
理
室

■
参
加
費　

２
０
０
円

■
持
ち
物　

上
ぐ
つ
・
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾
・
タ
オ
ル
・
す
い
と
う

■
対
象　

保
育
園
児
・
小
学
生
及

び
保
護
者
の
方（
保
育
園
児
は
、

保
護
者
の
方
と
一
緒
に
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。）
先
着
15
名

ま
で　
　
　

■
申
し
込
み　

９
月
12
日
（
月
）

ま
で
に
、
保
健
福
祉
課
へ　

（
℡
４
８
９
‐
９
９
６
０
）　

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

12
月
18
日（
日
）午
前
９
時
～
正

午
に
ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺
で｢

第

６
回
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン

大
会｣

を
開
催
し
ま
す
。
県
内
外

か
ら
大
勢
の
方
が
来
ら
れ
ま
す
。

そ
の
際
、
各
種
案
内
、
安
全
管
理

な
ど
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
中

央
公
民
館
ま
で
。

　

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～

【
二
百
冊
】

中
井　

七
望
（
第
２
保
）

　

折
口　

雄
紀
（
下
小
４
年
）

【
六
百
冊
】

南　
　

暢
規
（
野
小
４
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
共
鳴
」　
　
　

堂
場
瞬
一
・
著

「
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
」
重
松
清
・
著

「
心
に
吹
く
風
」
宇
江
佐
真
理
・
著

「
シ
ン
プ
ル
暮
ら
し
の
お
片
づ
け
」

　
　
　
　
　
　
　

柳
沢
小
実
・
著

「
ア
ト
ピ
ー
っ
子
も
安
心
の
毎
日

ご
は
ん
」　
　
　

渡
辺
雅
美
・
著

「
お
ば
け
の
チ
ョ
ウ
ち
ゃ
ん
」

　
　
　
　
　
　

長
野
ヒ
デ
子
・
著

「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
は
ち
ゃ
め

ち
ゃ
テ
レ
ビ
局
」
原
ゆ
た
か
・
著

「
切
り
紙
12
か
月　

作
っ
て
か
ざ

ろ
う
！
」　
　
　

今
森
光
彦
・
著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
県
庁
お
も
て
な
し
課
」

　
　
　
　
　
　
　
　

有
川
浩
・
著

「
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
」　
　
　
　

津
村
記
久
子
・
著

「
ち
ょ
ち
ょ
ら
」　

畠
中
恵
・
著

「
お
い
し
い
手
作
り
保
存
食
」

　
　
　
　
　
　
　

石
澤
清
美
・
著

「
声
に
出
し
て
読
む
英
語
絵
本
」

　
　
　
　
　
　
　

大
島
英
美
・
著

「
世
界
の
お
金
１
０
０
」

　
　
　
　
　
　

名
倉
克
隆
・
著

「
パ
パ
・
カ
レ
ー
」
武
田
美
穂
・
著

曲目：吹奏楽のための神話～天の
岩屋戸の物語による「マル・マル
・モリ・モリ！」「江～姫たちの
戦国～」「ＡＫＢ４８メドレー」等
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村
の
郷
士
田
林
宇
兵
衛
が
、
享

保
八
年
（
１
７
２
３
）
代
官
宛

に
、
現
在
の
神
戸
市
灘
区
大
石

川
の
上
流
に
新
田
の
開
発
を
申

請
し
、
翌
年
に
は
、
水
車　

六
、

七
輌
の
新
設
を
願
い
出
た
と
い
う

古
文
書
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
当
編
纂
室
で
今
ま
で
見
た
史

料
に
は
、
野
中
村
の
「
田
林
宇
兵

衛
」
と
い
う
人
物
は
出
て
こ
な
い

が
、
延
享
元
年
（
１
７
７
４
）
の

津
川
村
の
文
書
に
、「
田
林
村
」

と
い
う
石
高
三
十
七
石
余
の
村
名

と
、「
田
林
金
太
夫
」
と
い
う
人

名
が
出
て
い
る
こ
と
。
天
保
一
〇

年
（
１
８
３
９
）
発
行
の
詳
細
な

地
誌
『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
は
田

林
村
と
い
う
村
は
存
在
し
な
い
こ

と
、
か
り
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
の
位
置
は
野
中
と
南
畑
の
間
く

ら
い
で
、
現
在
の
小
字
門
田
と
な

ん
ら
か
の
関
連
が
あ
る
の
で
は
な

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
そ
の
六
十
五

知
ら
な
か
っ
た
偉
人
（
二
）

　
　
　
　

町
誌
編
纂
室　

森
下
誠

（
先
月
号
の
続
き
）

と
こ
ろ
で
去
る
五
月
の
末
、
昔

の
水
車
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
と

い
う
人
物
か
ら
一
本
の
メ
ー
ル
が

編
纂
室
に
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

文
面
は
、
そ
の
昔
、
灘
の
水
車
搾

油
装
置
を
考
案
し
た
の
が
、
紀
美

野
町
野
中
出
身
の
田
林
宇
兵
衛
と

い
う
人
ら
し
い
が
、
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
知
り
た
い
と
い
う
の
で

す
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
私
は
全
く

初
耳
で
し
た
。
そ
こ
で
当
編
纂
室

で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。

昭
和
一
三
年(

１
９
３
８)

京

都
帝
大
の
発
行
し
た
研
究
誌
に
、

紀
州
那
賀
郡
高
野
領
神
野
庄
野
中

わ
が
町
サ
ー
ク
ル
（
リ
ズ
ム
体
操
）

ス
ト
レ
ッ
チ
＆
リ
ズ
ム
で
心
も

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん

か
・
・
・

私
た
ち
リ
ズ
ム
体
操
ク
ラ
ブ
は

も
う
23
年
間
、
の
ん
び
り
、
ゆ
っ

た
り
と
気
長
く
続
い
て
い
ま
す
。

現
在
、
海
南
市
か
ら
、
元
気
一

杯
の
岩
本
先
生
に
来
て
い
た
だ

き
、
体
力
面
・
健
康
面
や
最
近
の

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
、
話
題
満
載
で

楽
し
く
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
の
頃
に
は
、
心
も

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
す
っ
き

り
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
も
音
楽
に
合
わ
せ
て
体

を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

い
か
等
々
。

さ
て
、
田
林
宇
兵
衛
が
開
発
し

た
水
車
工
業
団
地
は
、
い
ろ
い
ろ

な
人
に
受
け
継
が
れ
発
展
し
ま
し

た
。
最
盛
期
の
寛
政
年
間
に
は

水
車
三
〇
輛
が
稼
働
し
、
年
間

菜
種
油
一
万
五
千
石
、
綿
実
油

一
四
〇
万
石
を
産
出
し
た
と
い
わ

れ
ま
す
。
そ
の
後
酒
造
り
に
力
を

移
し
、
灘
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る

わ
け
で
す
が
、
そ
の
水
車
団
地
あ

と
は
、
現
在
も
灘
区
水
車
新
田
と

い
う
地
名
で
残
っ
て
い
ま
す
。
近

辺
に
は
複
製
さ
れ
た
水
車
も
あ
る

そ
う
で
、
神
戸
の
郷
土
史
で
は
、

紀
州
郷
士
田
林
宇
兵
衛
の
名
は
有

名
の
よ
う
で
す
。

前
述
の
メ
ー
ル
の
主
は
、
田
林

宇
兵
衛
の
業
績
に
つ
い
て
、「
文

献
は
残
っ
て
な
い
け
れ
ど
、
日
本

の
産
業
革
命
の
発
端
に
つ
な
が
る

す
ご
い
こ
と
で
、
日
本
の
歴
史
や

シ
ス
テ
ム
を
大
き
く
変
え
た
人
物

だ
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
水
車

そ
の
も
の
を
考
案
し
た
と
い
う
史

料
は
ま
だ
出
て
き
ま
せ
ん
が
、
水

車
を
利
用
し
た
企
業
団
地
を
作
っ

た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
前
記
の
京

大
の
研
究
論
文
で
も
、
こ
の
水
車

新
田
の
企
業
形
態
を
「
工
場
制
手

工
業
」
と
定
義
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
見
る
と
、
ま
さ
に
日
本
の
産
業

革
命
の
先
駆
者
と
言
っ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

思
わ
ぬ
所
か
ら
現
れ
た
郷
土
の

偉
人
田
林
宇
兵
衛
、
水
車
の
考
案

と
灘
、
消
え
た
伝
承
と
田
林
村
、

大
き
な
宿
題
に
な
り
ま
し
た
。

や
っ
た
ぞ　

美
里
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団

８
月
６
日
（
土
）・
７
日
（
日
）

で
行
わ
れ
た
第
５
回
ナ
ガ
セ
ケ
ン

コ
ー
旗
学
童
軟
式
野
球
大
会
和
歌

山
県
大
会
に
お
い
て
、
美
里
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
念
願
の
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
は
、

日
高
郡
１
位
の
上
南
部
少
年
野
球

ク
ラ
ブ
と
対
戦
し
、
４
対
２
で
勝

利
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
を
制
し

た
こ
と
に
よ
り
10
月
中
旬
に
行
わ

れ
る
第
５
回
佐
川
急
便
旗
近
畿
学

童
秋
季
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

登
録
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
主　

将　

東
佑
哉

○
投　

手　

池
本
真
賢

○
内
野
手　

中
谷
政
輝
・
竹
内
郁

真
・
日
裏
裕
介
・
尾
﨑
元

○
外
野
手　

西
上
幸
希
・
西
浦
誠

太
朗
・
段
木
彪
我
・
岩
根
圭
吾
・

髙
田
真
太
郎
・
東
一
輝
・
中
前

光
陽
・
西
浦
照
生
・
下
畑
嘉
輝

23

■活動日時：毎週火曜日　午後 8 時～９時
■場　　所：農村センター
■会　　費：毎月 1,000 円

!!

和
歌
山
県
立
博
物
館　

平
成　

年
度　

特
別
展

「
中
世
の
村
を
あ
る
く

―
紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化
―
」

こ
の
特
別
展
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
紀
美
野
町
の
文
化
財
を
展
観

し
、
現
在
ま
で
育
ま
れ
て
き
た
紀

美
野
町
の
歴
史
と
文
化
を
紹
介
し

ま
す
。
身
近
な
歴
史
や
風
景
を
見

つ
め
直
し
、
紀
美
野
町
の
魅
力
を

再
発
見
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

　
　

■
会
期　

10
月
22
日（
土
）～
12
月

４
日
（
日
）

■
会
場　

和
歌
山
県
立
博
物
館　

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30
分

ま
で
）

■
入
館
料　

一
般
８
０
０
円
（
６

５
０
円
）、
大
学
生
５
０
０
円

（
４
０
０
円
）、
高
校
生
以
下
・

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）・
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た
、
県

内
に
在
学
中
の
外
国
人
留
学
生

（
外
国
人
就
学
生
を
含
む
）
は

無
料

＊
（　
）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

■
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

■
問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
県
立
博

物
館
（
℡
４
３
６
‐
８
６
７
０
）

■
主
催　

和
歌
山
県
立
博
物
館

　

文
化
庁

■
後
援　

紀
美
野
町　

紀
美
野
町

教
育
委
員
会

「がむしゃら野球」で勝利をつかみとれ！！
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  天文台だより
　2012年５月の金環日食へ向けて
	

来年５月には紀美野町を始め日本の多くの場所で
金環日食を見ることができます。町内の皆さんが日
食を理解し、安全に観察していただけるよう、天文
台では来年５月までの間に町内各所で様々な準備イ
ベントを実施する予定です。そのために「和歌山県
緊急雇用創出事業臨時特例基金活用事業」を活用し、
新しいスタッフに来て頂きましたので、自己紹介を
してもらいます。　（文責　　矢動丸　泰	台長）

　自己紹介　　　　　　　　　樫尾　泰寛
来年５月21日に金環日食があり、イベントのお
手伝いとして、この度、天文台にお世話になること
になりました樫尾（かしお）です。平成７年７月７
日に天文台が始まった時からの長いお付き合いにな
ります。当時は、インター
ネットも始まったばかりで、
まだまだ未知の世界でした
が、天文台の皆さんから、
当時最先端の知識や技術を
得ることができました。お
礼を含めて、少しでもお役
に立てればと考えています。
よろしくお願いします。

  学校だより
　「やさしく　かしこく　たくましく」を
　　　　　　　　　　　　　　　校訓として
	 紀美野町立下神野小学校

７月８日に、県内の各町村教育委員会の教育長さ
ん方が学校へ来られました。みなさんが最初に言わ
れたのが「広い学校ですね。きれいな学校ですね。」
という感想でした。運動場の周りに約３５０ｍのト
リムコースがあることや１０７名の全校児童で協力
して掃除をしていることなどを説明しました。
外部の方からは、まず学校の施設面について高い
評価を頂いていると思います。次に見て頂きたいの
が中身です。どういう評価を頂けるのか不安ですが、
本校の校訓「やさしく　かしこく　たくましく」に
沿った児童が育つよう引き続き努力していきたいと
考えています。
今年の夏も大変厳しい暑さが続いていますが、駅
伝練習に励んでたくましさを身につけようとしてい
る子ども達がたくさんいます。先輩の走る姿に憧れ
て走り始めた子ども
も多く、下神野の新
たな伝統が出来つつ
あるように思います。
みなさん応援よろし
くお願いします。
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“
９
月
９
日
は
救
急
の
日
”

【
救
急
医
療
週
間　

９
月
４
日
～
９
月
10
日
】

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま

で
の
間
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た

人
が
、
い
か
に
早
く
応
急
手
当
を

行
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
病
人
や

け
が
人
の
命
を
救
う
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
心
肺
蘇
生
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
を
身
に
つ

け
て
お
く
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
役
立
ち
ま
す
。

注
意
！
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し

た
す
き
に
火
災
に
！

最
近
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
が
原
因
の

火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ガ
ス

コ
ン
ロ
の

そ
ば
を
離

れ
る
と
き

は
必
ず
火

を
止
め
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
ま
わ
り

に
燃
え
や
す
い
物
は
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
期
限

　

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

申
し
込
み(

問
い
合
わ
せ)

先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９
ー
６
３
０
２
）

１　肩を叩きながら声をかけ、反応がなかったら、大声で
助けを求め、119番通報とＡＥＤの手配を依頼する 

２　気道確保と呼吸の確認５　ＡＥＤが到着したら

６　電極パッドを胸に貼る

３　呼吸がなかったら、人
工呼吸を２回行う

４　人工呼吸が終わったら
すぐに胸骨圧迫

７　電気ショックの必要性
を ＡＥＤが判断する

８　ショックボタンを押す ●　こどもに対する心肺蘇生法

※協力者がいない場合、まず自分で119番通報をすることを優先します。また、小児
（1歳以上８歳未満）の場合、胸骨圧迫と人工呼吸を２分間実施してから119番通
報とAEDの手配をします。

心電図解析中は傷病者に触れてはいけま
せん。
※解析の結果、AEDが傷病者に対し電気
ショックが不要と判断した場合、「電気
ショックは不要です。胸骨圧迫と人工
呼吸を行ってください。」等のガイダン
スが流れますので、ガイダンスに従い
胸骨圧迫と人工呼吸を再開します

誰も傷病者に触れていないことを確認し
たら、点滅しているショックボタンを押し
ます。
以後は、ＡＥＤの音声メッセージに従いま
す。
心肺蘇生とＡＥＤの手順は、救急隊に引継
ぐか、何らかの応答や目的のある仕草（例
えば、嫌がるなどの体動）が出現したり、普
段どおりの息が出現するまで続けます。

乳児や小児に対する心肺蘇
生法は、基本的には成人と同
じですが、年齢による生理的
な違いや体格の違いから、多
少手技の違いがあります。
乳児：１歳未満
小児：１歳以上８歳未満

・気道確保
　こどもの首は柔らかいので、後方に傾け過ぎ
ないようにします。
・人工呼吸
　肺容量が少ないので、胸を見て、吹き込み過
ぎないようにします。
・胸骨圧迫
　乳児は、2本の指で胸の厚さの1/3くぼむ程
度、幼児は、片手または両手で胸の厚さの1/3
くぼむ程度、押し下げます。圧迫のテンポは成
人と同じです。

気道を確保し、「普段どおりの息」をし
ているかを10秒以内で確認します。

まず、電源
を入れる。
※ふたを開
けると自
動的に電
源が入る
機種もあ
ります。

電極パッドを
貼る位置は電
極パッドに書
かれた絵のと
おりに、また皮
膚にしっかり
と貼ります。
体が汗などで
濡れていたら
タオルで拭き

取ってください。
※小児には、小児用パッドを貼ります。
小児用パッドがなければ、やむを得ず
成人用パッドを代用します。

※１歳未満の乳児に対してＡＥＤは使用
しないでください。

１秒かけて、胸の上がりが見える程度の
量を２回吹き込む。
※人工呼吸ができないときは省略できま
す。

胸骨圧迫30回と人工呼吸２回を繰り
返して行います。

強く・速く・絶え間なく 
圧迫解除は胸がしっかり戻るまで！

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
用
い
た
救
命
処
置
の
要
領

番
９
１
１
は
助
救
・
急
救
・
災
火

「
消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一
度
」

７月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 25（　） （　）

　（　）

25（　）
一 般 負 傷 ６（　） （　） ６（　）
交 通 事 故 ８（　） ８（　）

９（　） ９（　）
　（　）

そ の 他 （　）
合 計 48（　） 48（　）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
10
月
２
日
（
日
）
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陸上自衛隊信太山駐屯地創立54周年
記念行事の開催について
行　　事　陸上自衛隊信太山駐屯地創立５４周年記念行事
日　　時　平成 23 年９月 23 日（金）
　　　　　午前９時から午後３時
場　　所　陸上自衛隊信太山駐屯地 
行事内容　観閲式・太鼓演奏・訓練展示・装備品展示・体　
　　　　　験試乗・子供広場等 
お問い合わせ先
　　　　　陸上自衛隊信太山駐屯地広報室 ( 和泉市伯太町官有地 ) ０７２５－４１－００９０( 内線２０４)

　

その他
・荒天(暴風雨)の場合は、一部行事を中止又は変更して行

います。
・当日は、一般来隊者の方の車両等は駐屯地内に一切入場

できません。演習場に駐車して頂くことになりますの
で、お車でのご来隊はご遠慮ください。公共の交通機関
をご利用ください。

・入場料はすべて無料です。どなたでも入場可能です。

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第15回）
　今回は「ごま」のご紹介をします。
ごまは今が旬ですが、近頃は自家栽培をしている人が少

なくなり、店頭で販売されているごまは外国産のものが多
くなっているようです。ごまの原産地はアフリカで、種類
は白ごま、黒ごま、金ごまなどがあります。

ごまを主成分にした健康食品も数多く、それだけごまに
は健康成分が多いことがうかがえます。

ごまに含まれる健康成分には、筋肉強化や疲労回復に効
果のあるアルギニン、コレステロール抑制や認知症予防に
効果のあるオレイン酸、免疫力強化や美肌に効果のあるビ
タミン類など、五臓を潤す優秀な成分がたくさんあります。

残暑厳しく、夏の疲れが残る時節、つるんとして食べや
すく、栄養満点の「ごま豆腐」で体力回復に努めましょう。

ごま豆腐
（材料）4人分

白ねりごま　　　　５０ｇ
本くず　　　　　　４０ｇ
牛乳　　　　　　　４００ｃｃ
酒　　　　　　　　大さじ２
わさび・醤油　　　 適宜

（作り方）
１、 ねりごまは、あらかじめ少量の牛乳でのばしておく
２、（１）、本くず、残りの牛乳を合わせて混ぜ、一度

濾
こ

し、鍋に入れて木杓子でかき混ぜながら煮る。
　　粘りが出て、完全に火が通ったら酒を入れさっと煮

る。
３、 水に濡らした型に流し入れ、冷やし固める。
４、 型から出して切り、わさび醤油でいただく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業課より

編 集 後 記
きみの夏祭り、夏の高校野球の余韻さめやらぬうちに

９月を迎えました。また、子どもたちにとって楽しかっ

た夏休みも終わり、いよいよ新学期を迎えました。

なお、この時期夏の疲れがでるころでもあります。健

康管理には十分注意をしてお過ごしください。

紀美野町の人口

（平成23年７月末現在）

紀美野町面積128.31km2

総人口………… 10,646人
 …………　男　 4,955人
 …………　女　 5,691人
 …………数帯世 4,630世帯

日   時 イ ベ ン ト 名 開 催 場 所 問い合わせ （073）
4日（日） 9:30 ～ 和歌山県ホッケー選手権大会 スポーツ公園 生涯学習課 489-5915
5日（月）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【１１日(日)・２５日(日)】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
9日（金） 移動町長室【２６日（月）】 美里支所 総務課 489-5912

　 　 住民室 495-3471
〃 19:00 ～ ナイター走ろう会・ホッケー教室 スポーツ公園 生涯学習課 489-5915

10日（土）13:00 ～ 敬老会（旧野上町地区） 中央公民館 保健福祉課 489-9960
〃 18:30 町民癒しのコンサート 中央公民館 生涯学習課 489-5915

11日（日）13:00 ～ 敬老会（旧美里町地区） 文化センター 保健福祉課 489-9960
〃 19:00 天文教室お月見（ラ）イブ みさと天文台 みさと天文台 498-0305

17日（土）10:00 ～ WAWフェスタin動物愛護週間【～ 18日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
〃 13:30 ～ じどうかん料理教室 総合福祉センター 保健福祉課 489-9960

18日（日）17:30 ～ 夏川りみコンサート 文化センター 文化センター 495-9055
21日（水）13:00 ～ 行政相談【～ 15:00】 中央公民館 総務課 489-5912

美里支所 住民室 495-3471

９月
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～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

れ
る
方
も
す
る
方
も

あ
た
た
か
な
気
持
ち

に
な
る
活
動
で
す
～

「
傾
聴
」
と
は
「
相
手
の
お
話

を
否
定
し
な
い
で
受
け
止
め
て
聴

く
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
活

動
は
、
主
に
施
設
や
高
齢
者
さ
ん

の
お
宅
に
行
き
、
お
話
し
相
手
に

な
る
こ
と
で
す
が
、
利
用
さ
れ
た

方
は
大
変
喜
ば
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
自
身
の
喜
び
に
も
つ
な
が
る
素

敵
な
活
動
で
す
。

全
国
で
も
広
が
っ
て
い
る
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
あ
な
た
も
は
じ

め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

平
成
23
年

　
　
　
　

10
月
14
日
・
21
日
（
金
）

■
受
付　

午
前
９
時
30
分
～

■
講
座　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　
　

午
後
４
時
ま
で

■
会
場　

紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ

　
　
　

ン
タ
ー

■
講
師　

鈴
木 

絹
英　

氏

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ホ
ー
ル
フ
ァ
ミ

リ
ー
ケ
ア
協
会 

理
事
長
）

■
申
込　

紀
美
野
町
保
健
福
祉
課

（
℡
４
８
９
‐
９
９
６
０
）

■
費
用　

５
０
０
円
（
弁
当
代
）

■
締
切　

10
月
７
日
（
金
）
ま
で

受
講
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
声

・
「
本
当
に
自
分
の
活
動
が
役
に

立
て
て
い
る
か
不
安
に
な
る
け

ど
、
高
齢
者
の
方
が
ニ
コ
ニ
コ

し
て
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く

れ
る
こ
と
で
不
安
が
消
え
ま

す
。
」

・
「
あ
ま
り
話
す
こ
と
が
得
意

じ
ゃ
な
か
っ
た
け
ど
、
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

・
「
親
戚
に
認
知
症
の
人
が
い
る

の
で
、
勉
強
し
よ
う
と
軽
い
気

持
ち
で
参
加
し
ま
し
た
が
、
認

知
症
の
方
の
対
応
に
役
立
っ
て

い
ま
す
」

・
「
ぼ
ん
や
り
し
た
活
動
だ
な
っ

て
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
け

ど
、
高
齢
者
と
話
す
う
ち
に
、

勉
強
し
た
こ
と
が
役
に
立
つ
実

感
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。
」

紀
美
野
町
農
林
商
工
振
興
の
た

め
、
各
種
団
体
の
育
成
強
化
を
図

り
、
地
産
地
消
を
推
進
す
る
と
共

に
食
の
安
全
を
追
求
し
、
町
民
相

互
研
鑽
の
場
づ
く
り
や
地
域
の
活

性
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、「
心
を
ひ
と
つ
に
町
づ
く

り
、
活
気
の
あ
る
町
づ
く
り
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
い
た
し
ま

す
。

■
日
時　

平
成
23
年

　
　
　
　
　
　
11
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

紀
美
野
町
文
化
セ
ン

タ
ー
（
木
の
温
も
り
広
場
）

■
主
催　

紀
美
野
町
農
林
商
工
ま

つ
り
実
行
委
員
会

■
催
事

・
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
（
表
彰

等
）
・
農
産
物
展
示
品
評
会
及

び
公
開
予
約
入
札
・
参
画
団
体

催
し
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
・
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
・
餅
投
げ

ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
是
非
ご
来
場
く
だ
さ

い
。農

産
物
の
売
り
上
げ
は
、
東
日

本
大
震
災
被
害
地
域
へ
寄
付
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
米
つ
か
み
取
り
で

の
収
益
は
、
紀
美
野
町
社
会
福
祉

協
議
会
へ
寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

※
農
産
物
展
示
品
評
会
に
出
展
を

お
願
い
し
ま
す
。（
詳
細
は
11

月
に
回
覧
い
た
し
ま
す
）

※
団
体
催
し
コ
ー
ナ
ー
に
出
店
を

希
望
さ
れ
る
団
体
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
10
月

に
回
覧
い
た
し
ま
す
）

※
厚
生
病
院
～
文
化
セ
ン
タ
ー
間

に
送
迎
バ
ス
を
御
用
意
し
ま
す

の
で
御
利
用
く
だ
さ
い
。

紀
美
野
柿
の
市
と
は
昨
年
合
併

し
、
本
年
も
「
紀
美
野
町
農
林
商

工
ま
つ
り
」
と
し
て
開
催
い
た
し

ま
す
。

今
後
と
も
更
な
る
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

紀
美
野
町
農
林
商
工
ま
つ
り
実

行
員
会　

事
務
局

℡
４
８
９
‐
５
９
０
１

紀
美
野
町
農
林
商
工
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
に
つ
い
て

■日　　時　９月25日（日）
　　　　　　開演午後１時（30分前開場）
■場　　所　りら創造芸術高等専修学校
■入場無料
■内　　容
【Ⅰ部　ミネハハコンサート　午後１時～】
　～CMソングの女王がいのちを歌う～
ＭＩＮＥＨＡＨＡ
　ネイディヴアメリカンの言葉でＭＩＮＥは水、
ＨＡＨＡは微笑みの意味。CMソングの女王とし
て3000曲以上のCM24000曲のバッキングコー
ラス、年間90本のコンサート。全国各地でいの
ちのつながりの大切さを歌にたくして伝えてき
ました。代表曲「ありがとう」「AmazingGrace」
「ひとつ」「誰より愛しい人」など圧倒的な歌唱力
が心を揺さぶります。

【Ⅱ部　りら音楽祭　午後２時３０分～】
～十人一音～
（出　演　者）りら創造芸術高等専修学校生徒
（特別ゲスト）きんた・ミーノ（おかげ様ブラザーズvo）＆
　　　　　　　スペシャルメンバー
　関西サブカルチャー界を中心に根強い人気を誇
る伝説のコミックバンド、おかげ様ブラザーズの
ヴォーカル。りら開校当初から特別講師として関
わる。りらの名物授業「音楽放送局」でバンド活
動を指導。

■主　　　催　りら創造芸術高等専修学校
■問い合わせ　りら創造芸術高等専修学校
　　　　　　　　　　　（℡４９７‐９１１１）
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